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東京大学名誉教授・慶應義塾大学教授・東京大学教授・中央大学教授・神戸大学教授

租税判例百選第７版
Ｂ５判並製
248頁

予価2,970円（税込）

別冊ジュリストNo.253 978─4─641─11553─8

第 ６ 版から ５ 年ぶりの改訂となる第 ７ 版では，租税法分野の重要判例12６件を収録。学習に
あたっての定番判例と，最新の実務に即した判例をバランスよく織り込んだ。判例百選シリ
ーズの中では独自の〈検討事項〉欄により，より深い考察ができる 1 冊。
《
主
な
目
次
》

別冊ジュリスト253号 （６月下旬発売予定）

1 　租税法序説
　⑴　租税法律主義
　⑵　租税公平主義
　⑶　租税債権の性質
　⑷　租税法の解釈と適用
2 　租税実体法
　⑴　課税要件総論
　⑵　所得税
　⑶　法人税
　⑷　所得の年度帰属
　⑸　国際課税

　⑹　相続税・贈与税
　⑺　消費税
　⑻　固定資産税
　⑼　附帯税
　⑽　納税義務者の債権
３ 　租税手続法
４ 　租税争訟法
５ 　租税処罰法
資料　租税法の調べ方
　　　不服申立制度の概要

（判例解説126件）

法学教室ライブラリィ （６月下旬発売予定）
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　著
前同志社大学教授

事例演習刑事訴訟法第３版
Ａ５判並製カバー付
612頁

予価3,960円（税込）
978─4─641─13949─7

好評の事例演習書，待望の改訂版。刑事訴訟法学の更なる深い世界へ誘うべく，解説の大幅
見直し，最新判例・文献へのアップデートを行い，より深い理解に役立つ「Question＆
Answer」「学びの道しるべ」もさらに充実。自習用教材としても最適。
《
主
な
目
次
》

設問を解く前に
任意捜査と強制捜査
職務質問・所持品検査
任意取調べの限界
身柄拘束の諸問題⑴～⑶
令状による捜索・差押え⑴⑵
逮捕に伴う無令状捜索・差押え⑴⑵
おとり捜査
接見交通
一罪の一部起訴
訴因の特定
訴因変更の要否

訴因変更の可否
科学的証拠
法律上の推定
類似事実証拠排除法則
自白の証拠能力⑴⑵
補強法則
伝聞法則⑴～⑸
違法収集証拠排除法則⑴～⑶
択一的認定
一事不再理効
攻防対象論



優れた答案作成能力を身に着けるための一冊 （６月中旬発売予定）
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慶應義塾大学教授

エクササイズ刑事訴訟法第２版
Ａ５判並製カバー付
188頁

予価2,200円（税込）
978─4─641─13950─3

司法試験の長文事例問題を想定した演習書の改訂版。新たに 2 問を追加した全18問の事例問
題を通じて，事案に含まれる問題点を発見し，適切な法規範を用いて，事案から抽出した具
体的事実をあてはめ結論を導く実践力を磨く。
《
主
な
目
次
》

【本書で扱う主なテーマ】
任意捜査と強制捜査
職務質問・所持品検査
現行犯逮捕
準現行犯逮捕
別件逮捕勾留
一罪一逮捕一勾留
任意取調べの限界
令状による捜索差押え
令状によらない捜索差押え
パソコンの押収

ゴミの領置
強制採尿・採血
写真撮影・ビデオ撮影
GPS捜査
おとり捜査
接見
公判前整理手続
一部起訴
訴因の明示特定
訴因変更の要否
訴因変更の可否

悪性格立証
科学的証拠
自白法則
伝聞（２号書面）
伝聞（実況見分調書）
伝聞（鑑定書）
328号書面
違法収集証拠
一事不再理効
公判前整理手続き
拘留の要件

新刊案内_法律学小辞典5版_半頁_ol.ai
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消費課税の将来構想 Ａ５判並製
200頁

予価3,740円（税込）
租税法研究　第49号 978─4─641─22814─6

【論説・コメント】
消費課税の意義と将来構想（渡辺智之）／渡辺報告に対するコメント（田中治）／近時の消費税法の
改正とその課題─軽減税率と適格請求書等保存方式を中心に（酒井貴子）／酒井報告に対するコメ
ント（望月爾）／越境取引と消費税（西山由美）／西山報告に対するコメント（田中啓之）／経済の
デジタル化・キャッシュレス化と消費税（野一色直人）／野一色報告に対するコメント（渡辺徹也）
／脱炭素社会と消費課税─車体課税を中心として（柴由花）／柴報告に対するコメント（神山弘行）

【シンポジウム】
消費課税の将来構想

【学界展望】
租税法学界の動向

租税法学会年報 （６月下旬発売予定）
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多極時代のEUと日本─世界における日欧EPA/SPAの意義 Ａ５判並製
252頁

●3,630円（税込）
日本EU学会年報　第41号（2021年） 978─4─641─49969─0

【共通論題：多極時代のEUと日本─ 世界における日欧EPA/SPAの意義】「日欧戦略
的パートナーシップ協定（SPA）の法的意義」（中村民雄）／「日本 EU EPAの経済的
評価と残された課題」（安藤研一）／「Subject or Object? : Europe in Sino-American 
Competition」（Luis SIMÓN）

【公開シンポジウム：多極時代におけるユーロ：20年目の挑戦】「公開シンポジウム『多
極時代におけるユーロ：20年目の挑戦』　序文」（伊藤さゆり・司会）「ユーロの国際的
役割の検討─ ドルへの挑戦，人民元，ディエムとの競争」（高屋定美）／「ユーロの
安定はどのように確保されるのか」（星野郁）／「中ロ接近とユーロ」（蓮見雄）

【分科会報告】「An Ideational Institutionalist Analysis of the Japanese Trade Policy-
Making Process vis-à-vis the EC: Focus on the EC-Level Voluntary Export 
Moderation in 1983」（西川太郎）／「EU社会政策発展過程における裁量型調整方式導
入の意義」（原田豪）／「EUリテール決済市場統合の進展と課題」（松下俊平）「欧州経
済統合におけるトランスナショナル・ネットワーク─1950年代」（小島健）／

「Empirical evidence on the determinants of economic growth in the European 
Union: what effects of integration?」（Agata WIERZBOWSKA）

《
主
な
目
次
》

（６月上旬発売予定）

＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊
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　創刊

民 商 法 雑 誌
第157巻　第２号（2021年６月号）

Ａ５判並製
236頁

●3,650円（税込）

（本体3,318円）
《論説》
令和２年最高裁５判決にみられる労働契約法旧20条の不合理性判断 …………………………………………高畠淳子

《判例批評，判例紹介，労働・社会保障判例紹介，家事裁判例紹介》
判例批評 ……………………………………………………………………七戸克彦／谷口勢津夫／下村信江／安西明子
判例紹介 …………………………………………………………………………………………………田中晶国／須藤陽子
労働・社会保障判例紹介 ……………………………………………………………………………稲谷信行／雨夜真規子
家事裁判例紹介 ………………………………………………………………小池未来／大杉麻美／小川富之／村上正子

《資料と紹介》
譲渡制限特約（3・完）〈債権法改正立法資料集成⑺〉 …………………………………………………………和田勝行

民商法分野の理論法律雑誌 （６月中旬発売）

＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊
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四六判上製箱入　1,224頁　●5,720円（税込）　978─4─641─00030─8

◎総収録項目数 約１万4,000。
約600の項目を新たに採録。

◎１項目200字前後の簡潔な解説。
「又は／若しくは」，「直ちに／速やか

に」の違いなど，法律用語独自のルー

ルも明解に。

◎ 旧版（2012年）以降の新法・改正
法に対応。
内容基準日：令和２年１月１日。ただ

し，必要に応じて基準日後に公布され

たものも盛り込んだ。

〈対応した主な新法・法改正〉

行政不服審査法，マイナンバー法，特定秘密保護法，平和安全法制関連法，民

法（債権関係，相続関係等），商法，会社法，刑法，自動車運転死傷処罰法，

刑事訴訟法，少年院法，働き方改革関連法ほか。

法律用語に特化した有斐閣の「国語辞典」 （好評発売中）



新刊案内用_判例六法-令和3年-1-2-ol.ai



学習が進む，理解が深まる。法学がもっと面白くなる。

HOGAKU
KYOSHITSU

発売
５月25日

B5判

6June
NO.489

2021.

No.1559　６月号
定価1,569円
（本体1,426円）

５月28日発売
B5判

定価1,569円
（本体1,426円）

〔座談会〕ゲノムデータの利活用の可能性
　と法規制のあり方
　　……米村滋人・岡部尚文・荻島創一・
　　　　宮田裕章・山本龍彦
ゲノムデータの法規制に関する現状と課題
　……………………………………米村滋人

バイオバンク運用におけるゲノムデータの
　利用………………………………長神風二
ゲノム医療の始動とゲノムデータ利用の倫

理的課題解決への取組み……山本奈津子
ゲノムデータの利活用と病院情報システム
　………………………中込英人・北山健児

〈連載〉
新・改正会社法セミナー③
　「企業集団 内部統制等」
　　……藤田友敬・澤口　実・三瓶裕喜・
　　　　田中　亘・長谷川顕史・松井智予

〈時論〉
保証人の合併 ………………………内田　貴

講
　
　
座

憲法 教科書のその先へ●曽我部真裕
行政法教室●正木宏長
日本家族法を考える●水野紀子
ケースで探索・会社法●伊藤靖史
知的好奇心を刺激する民事訴訟法
　●林　圭介
刑法総論の基礎にあるもの●安田拓人
事例から考える刑事証拠法●川出敏裕

演
　
習

憲法●佐々木くみ／行政法●戸部真澄
民法●川地宏行／商法●久保大作
民訴法●安西明子／刑法●嘉門　優
刑訴法●吉開多一

特集・ゲノムデータの利活用と法の未来

巻頭言●小島慎司
法学のアントレ●川嶋隆憲
未来志向で学ぶ外国法「ドイツ」●三宅雄彦

〈法学教室プレイバック〉〔創刊40周年記念連載〕
　知的財産法分野●駒田泰土
　国際法分野●森田章夫

特集1  条文から学ぶ刑法
　Ⅰ　やむを得ずにした行為●坂下陽輔
　Ⅱ　罪を犯す意思●薮中　悠
　Ⅲ　暴行又は脅迫●嶋矢貴之
　Ⅳ　遺棄●十河太朗
　Ⅴ　占有●内田幸隆
　Ⅵ　電磁的記録─デジタル刑法の基礎
　　●西貝吉晃

〈判例セレクトMonthly〉

特集2  「書かれたもの」を疑う 
─法学の理解を深めるステップ

　1　法学の扉の先へ●工藤達朗
　2　レポートを書く●田髙寛貴
　3　ゼミで議論する●小名木明宏

〈時の問題〉
　「住民投票の現在」●小西　敦

〈オリ・パラから考えるスポーツと法〉
　「特別座談会〈前編〉」
　　●早川吉尚・興津征雄・南野　森


